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図６Ｈ尺度高得点群，低得点群の性格特性
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看發学生の行動特性と性格特性の関連について
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図７s尺度高得点群，低得点群の性格特性
G,Ａ,Ｒ,Ａｇとなり，ＴはＡＢ尺度にのみ,ｕｓはＨ尺
度にのみ有意差を認めた特性だった。
ＡＢ尺度とＳ尺度の両方で有意差を認めた性格特性は，
Ａ,ＡｇＲとなり，Ｇ,ＴはＡＢ尺度にのみ,Ｃ,Ｎ,Ｏは
Ｓ尺度にのみ有意差を認めた特性だった。
軽さ（Ｒ)，攻撃性（Ａｇ）で高い得点であった（図５)。
これはJASタイプＡすなわち時間的切迫感が強く,熱中，
緊張し易く,几帳面で勝ち気といった行動傾向のものは，
反対のタイプＢに比し,活動性が高く指導力を有するが，
短気でおおざっぱが攻撃的であったことを示している。
Ｈ尺度では抑うつ性（Ｄ),活発さ（Ｇ),社交性（Ｓ)，
指導性（Ａ）は高得点群で,気軽さ（Ｒ)，攻撃性（Ａｇ）
は低得点群で高得点だった(図６)。これはＨ尺度の高得
点群すなわち精力的で競争的な行動特性をもつ者は，社
交的，世話好き，楽天的という性格特性であったことを
示している。
Ｓ尺度では，同様に指導性（Ａ）は高得点群で，情緒
の安定（Ｃ)，攻撃性（Ａｇ)，神経質傾向（Ｎ)，判断傾
向（Ｏ)，気軽さ（Ｒ）は低得点群で高得点だった（図
７)｡これはＳ尺度の高得点群すなわちじっとしているこ
とが嫌いでせっかちといった行動特性をもつ者は，興奮
しやすく心配症,感情的,気まぐれという性格特性であっ
たことを示している。
ＡＢ尺度とＨ尺度の両方で有意差を認めた性格特性は，
考察
ＪＡＳは,従来冠動脈疾患患者のタイプＡ行動パターン
を測定する目的で使用されていたものであるが，本研究
では看護学生の行動特性を分析するという目的で使用し
た。その結果より，ＪＡＳを使用することにより各学生の
､行動特性の予測が可能であり，さらにこの行動特性は学
生が自己評価した性格特性の一部と密接な関係を有する
ことが示された。
ＪＡＳの妥当性については過去に佐藤らが項目分析，因
子分析の結果よりＪＡＳが日本人大学生に対しても適用可
能な質問紙であることを報告しており'),また他の標準化
された性格検査との関連から構成概念妥当性や交差妥当
性についても報告している2)。
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これらの報告内容より，看謹学生を対象に行った今回
の調査でもＪＡＳは使用でき,今回の結果の信懇性が証明
できると考えられる。
本学では３年次に１年間かけて病院での総合実習を行っ
ており，今回の対象は実習前の状態とみなすことができ
る。
そこで今回の課題として総合実習後の行動特性を分析
し，性格特性との関連を検討してみることも必要であろ
う。
また今回は学生の実習前の自己に対する主観評定のみ
での分析であったのでゴ今後は客観評定の方法も考慮し
ていく必要があると思われる。
おおざっぱ,攻撃的であった｡またＨ尺度の高得点群は，
社交的，世話好き，楽天的という性格特性であり，Ｓ尺
度の高得点群は，興奮しやすく心配症，感情的，気まぐ
れという性格特性であった。
本対象ではJAS各尺度の高得点群と低得点群ではＭＧ
変法の結果に差を認めた。つまり行動特性は自己評価上
の性格特性と特徴的な関係を有することがわかった。
従来は一部の疾患における行動の意味や環境の影響を
みて患者への心身総合的援助のために用いられていた行
動学的アプローチを今後学生の教育，指導への糧として
いきたいと思っている。，
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